
　大正７年（１９１８）に県の史跡調査が行われており、この時の記録によれば５世紀後

半築造の円墳と推定される。封土の流失により石棺上部が露出し、蓋石
ふたいし

が破壊されて

棺内には土砂が堆積し、撹乱
か く ら ん

の跡がある。

　屋根型の蓋石を有する組み合わせ式直埋め石棺であることが判明した。

　棺の大きさは内法
う ち の り

で長さ約１７３ｃｍ、幅約８５ｃｍ、深さ約７９ｃｍ、内面は全て朱で塗ら

れていた。副葬品として轡
くつわ

が４個、刀剣破片が５個、鉄鎖様の物１個、鉄鏃
て つ ぞ く

数個、銅鏡

１面、人歯が１本出土した。中でも銅鏡は、直径が８．３ｃｍの方格Ｔ字鏡と呼ばれるもの

で、完全な形で出土したと記されている。

　現地では今、石棺上に屋根をかぶせ、周囲には注連縄
し め な わ

を張って保護策がとられてい

る。
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